
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Integrated Arts and Sciences〉 Civil and Environmental Studies (Communitical and Regional Studies) [⇒Japanese]

地域総合演習 2 units (selection) 4th-year(1st semester)

Kayoko Ueno · Professor / Department of Civil and Environmental Studies

Target〉 日本社会および他の社会の諸現象，特に家族に関する事象，貧困や差別
問題について分析• 考察を行う．

Outline〉 受講者が関心のもてるテーマやトピックを選び，その関連の文献を発
表し，それをもとに討議する形式をとる．同時に，文献や資料の探し方，調査
方法，分析方法，論文の構成など，論文作成の「基本」を勉強する． 上記に
加えて，アメリカのホームレスや児童虐待問題などに関心をもち，現場を是
非，自分の目でみたいという受講者がいる場合は，希望に応じて 4年次にア
メリカの大学のゼミとの交流プログラムや現地での現場見学を準備したい (渡
航滞在費用は自己負担)．通訳に全面的に頼らず，できれば片言でも自分で話
しかけることができれば見えてくるものが大きいと思います．

Notice〉 受講者には，3年次の終わりに，卒業論文のテーマと方法を絞ってもら
い，4年次のはじめに卒業論文の章構成案を決定し，各章を順番に発表しても
らう形で卒業論文指導を進めたい．

Goal〉 外国語の応用が苦手という言葉のハンディだけが原因で，自国文化以外
の文化を体験する機会が制限を受けるという状況は，非常に残念なことです．
このゼミナールの受講者には，できれば英語の実践能力を高め，文献と現場
の両方から，社会や文化をみる目を養い，自分の職業や将来の人生設計に役
立ててもらいたいと願っています．

Schedule〉 卒業論文作成に向けたゼミであることから，受講者各自が，基本文
献や資料を探し，読み，自分の関心や問題意識を絞っていくことが必要にな
ります．そのために担当者も，個々の受講者の関心にそったトピック毎の必
読文献を積極的にアドバイしていきたいと考えています．

Evaluation Criteria〉 授業への参加度，発表内容などにもとづく総合的評価
Re-evaluation〉 無
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221583
Contact〉
⇒ Ueno (+81-88-656-7682, ueno@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
毎週水曜日 11時 40分 ∼ 12時 40分)
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